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平成２１年３月２１日

成果発表会 旭図書館多目的室において、 
地域史づくりワークショップ発表会 
「旭区　いま・むかし」を開催

第１回  平成２０年５月２７日 してみたいこと・テーマの種を出し合う

第２回  平成２０年７月１０日 テーマを決める・見学やまちあるきの企画①

第３回  平成２０年９月３日 テーマを決める・見学やまちあるきの企画②

第４回  平成２０年９月２５日 まちあるき①【鶴見緑地】

第５回  平成２０年１０月７日 まちあるき②【清水・新森】

第６回  平成２０年１０月２２日 まちあるき③【高殿南】

第７回  平成２０年１１月５日 まちあるきの整理・担当テーマを決める

第８回  平成２０年１２月４日 持ち寄った資料を束ねる・発表会の検討①

第９回  平成２１年１月２７日 持ち寄った資料を束ねる・発表会の検討②

第10回  平成２１年２月１６日 持ち寄った資料を束ねる・発表会の検討③

第11回  平成２１年３月５日 持ち寄った資料を束ねる・発表会の検討④

まちあるき【清水・新森】まちあるき【清水・新森】まちあるき【清水・新森】
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大阪は、十万年以上昔にナウマン象がいた説もある。

数万年前、今の天王寺区を含む上町台地が、洪積層の

岩層地帯で大入江の大阪湾に突き出していた頃も、こ

の後の無土器時代（交野市神宮寺や藤井寺市国府遺跡

から石器出土）も、五千数百年前の縄文時代（四天王寺

や西日本一の貝塚・森之宮遺跡から土器出土）前期も、

旭区は“河内湾”と呼ばれる大阪湾とつながる海の中

にあった。大阪は四千年前～三千年前に上町台地の先

端から砂州がのび、淀川から運ばれた土砂により塩分

が減じ“河内潟”そして”河内湖”へと順に陸地化して

いった。

大阪は ナウマン象

大入江

旭区

土砂

上町台地

海の中

淀川から

陸地化
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約二千年前の弥生時代に中国から朝鮮半島を経由して入ってきた農耕文化により、人

間は山地の狩猟から農耕の低地へと移り、潟から湖化の“河内湖”や淀川に近く水利の

良い、自然堤防上の森小路に人が住み始め、ムラができたと考えられている。近くには、

東淀川区の崇禅寺遺跡、東大阪の高井田遺跡、隣接守口市の八雲遺跡などがある。東住

吉区の桑津遺跡、平野区の瓜破遺跡、南河内の貴志遺跡からも農耕遺跡が出ている。

弥生時代 農耕文化

水利

森小路 人が住み始め

弥生時代は日本列島内で、稲作農耕が行われ、米を主食にした最初の時代でした。森小

路遺跡でもこの地で稲作が行われたことを示す石包丁(稲の穂を摘み取る石器)や木

製の鍬・臼などの農具をはじめ、籾跡の見られる土器などが出土しています。又、弥生

時代は戦争があったいわれていて森小路遺跡でも、当時武器とみられる石鏃や石槍

をはじめ、戦争か祭りに使用したと思われる磨製の石戈（刃の先状）も出土している。

モニュメント住宅の柱穴跡、小貝塚に淡海水のシジミが多く、ハマグリの貝殻も出土。

土器・石器・木器などの生活用品のほか、ムラはずれには甕も出土し、方形周溝墓など

も推測されている。水

田跡は特定されていな

いが、ムラ周辺部の低

湿地と考えられている。

弥生時代 稲作

路遺跡

森小

稲の穂を摘み取る石器

籾跡

土器 石器 木器

磨製の石戈

柱穴跡 小貝塚 シジミ ハマグリ

甕
かめ

せきぞく いしやり

くわ うす もみあと

せきふ

せきふ

ませい　　 せっか
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森小路遺跡は、淀川南岸の自然堤防上に人が住んだムラ跡で海抜２．５ｍ～５ｍの低層（平地）遺跡として

貴重である。弥生中期と古墳中期の各期出土品は多数あるが、弥生後期から古墳前期の出土品はなく、その

間森小路の人々は、河内湖や淀川の洪水被害のため移動したと推測されている。その後人々は、海から海へ

の交通の要所で、大陸文化の受け入れや物資交流の盛んな所として定住し栄え、農耕地の開拓により強大

化したと考えられている。現在住宅地の新森４～５丁目付近、地面をわずか１ｍも掘り下げた道路工事や

調査（約１００件）時の砂層からかなり正確に６世紀頃のもの・榎並の庄の荘園期のもの・室町期のものも

出ている。

森小路遺跡は、昭和６年の土地区画整理の際に

発見された主として弥生中期の集落遺跡で、古

墳時代・さらに飛鳥・奈良時代のものまで出土し、

大阪市顕彰史跡である。京阪森小路駅から東へ

五分、新森4丁目の新森中央公園に石碑と説明版

があり、公園の周囲約５００ｍに分布している。

大阪市は、昭和４9年から遺跡調査を始め、下水

管やガス管等の敷設工事とともに、又その後家

屋の立替増加時に先立つ調査も行われた。〈小椋〉

森小路遺跡 ムラ跡 低層（平地）遺跡

大陸文化の受け入れ 定住

貴重

森小路遺跡 昭和６年

主として弥生中期の集落遺跡

新森中央公園 石碑

発見
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旭区役所の隣、区民センターの
郷土資料室（図書館への入り口）
で、出土品や復元模型のパネル
展示がされていている。
弥生当時の様子をはじめ、その
後の森小路遺跡、旭区を学べます。
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ぜひ！
当時の様子が今に
つづくことを、多く
の区民の方に足を
運び　　いただき
たいです。

今に

見て
旭区森小路遺跡 学べ

つづく
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大阪市の公園造成は、大正末期から昭和戦前にかけて、大阪市が市域周辺地区の農地の

宅地化を推進する土地区画整理事業の中で進められた。

旭区においても、土地所有者の組合施行により、農地を対象に道路が新設・拡幅され各地

区に公園そして宅地が整備されることになり、１９３２年（昭和７年）市民の憩いの広場

として、新森中央公園（当時は森小路公園）が現在の新森４丁目に完成。面積は8,809㎡、

園内には藤棚、砂場、水飲み場、便所などが整備された。公園内には現在、森小路遺跡の石

碑が建立されているが、これは１９３１年（昭和６年）この辺りで弥生式土器や石器が発

見され、遺跡の存在が明らかになり、当地が弥生時代の代表的な集落遺跡であったこと

が判明。当時大阪平野に広がっていた河内潟という内海の中の微高地に位置し、その範

囲は新森中央公園を中心に半径300～400ｍにわたると考えられている。
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今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る

１９５５年（昭和３０年）には初代の噴水池が竣工し、動物園よりガチョウ２羽、

鯉１５匹が寄贈され、竣工式典では大阪市警視庁音楽隊による演奏に合わせ伝

書鳩５０羽が放たれ大空を舞った。「ひょっとして、公園に居着いている鳩の中

に当時の子孫がいるかも…!?」そして翌年、園内の南西角に児童館が建設された。

１９５７年（昭和３２年）、当時まだテレビが一般家庭に普及していない頃、大

阪テレビより園内にテレビ（当時は白黒）が設置されることになり、以降は放送

開始の夕方頃からテレビ塔の前は力道山のプロレス番組など放映を観る（場所

取りをする人も多く）黒山の人だかりだった。テレビ塔は、その後テレビが急速

に普及したのに伴い、５年後の１９６２年（昭和３７年）に撤去された。

１９４１年（昭和１６年）太平洋戦争が勃発すると、次第に物資の窮乏と流通が

混迷の様を呈するといった世情になり、戦時中の食糧難を補うため、付近住民

の方々により公園は菜園化し、敗戦後は虚脱状態の中にあって誰ひとり公園を

顧みる者もなく荒れるにまかせていた。

そのような状況の中、いち早く戦後復興を願う地元市会議員と地域住民の協働

により、１９５０年（昭和２５年）名称が新森小路公園と改められるのと同時に、

全市の愛護会の草分けとして新森小路公園愛護会が誕生した。

公園愛護会の事業として、１９５３年（昭和２８年）には、盆踊り、素人のど自慢、

また園内に青空スクリーンを設置しての映画会が催された。特筆すべきは、社

会奉仕活動として今日まで連綿と受け継がれてきた公園の定期清掃もこの年

から始まっている。翌１９５４年（昭和２９年）には植木市が開かれ、また公園

祭が実施されることになり近隣の清水小学校、新森小学校、旭東中学校の参画

による有志舞踏や漫才・浪曲・曲芸などが演じられた。
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以降、公園愛護会の事業推進の中で、植木市、大運動会（子供の日）、夏休みの

ラジオ体操、盆踊り、旭区民大会、公園祭りなどが毎年開催された。日本初の

万国博覧会が千里で開催された１９７０年（昭和４５年）頃は、高度成長期と

相まって地域住民の増加により各催しの参加者も大変多く、盆踊りなどは６,

７重もの輪ができ、非常に込み合った中で老若男女が踊りに興じ大盛況の様

相であった。また７～９月の８が付く日には、公園の周辺にいつの程にか夜

店が多数出るようになり、子供達で大いに賑わったものである。１９７２年

（昭和４７年）新森小路公園から新森中央公園に改称。 

１９８１年（昭和５６年）自動放送設備付きの時計台が新設され、翌年には

地域の集会場を建設するため児童館が無くなり、１９８３年（昭和５８年）に

跡地の南西角に新森会館が竣工。同年公園東側に道端広場とゆずり葉の道が

完成した。１９８７年（昭和６２年）には、永年にわたり地域住民に親しまれ

てきた噴水池が大改造され、周辺も装いを新たにして現在の公園の姿となっ

ている。〈原田〉
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装い新たな公園の姿
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新森公園を発着する市バスの変遷

■

■

戦後の１９４０年代後半から１９５０年代半ば

まで（昭和２０年代）の頃は、戦災復旧のなかの衣・

食・住窮乏、ジェーン台風による高潮災害（昭和２

５年）など激動を経て、本

格的な都市復興に向かう中、

人口の増加が市域周辺部

に偏在してきた時期である。

当時、新森・清水地域から都心へ向かう交通アクセ

スとしては、唯一京阪電気鉄道を利用するのみで

あったが、当地域の人口増に伴い都心に至る新た

な交通需要に迫られ、１９５２年（昭和２７年）に

新森公園そして北清水を発着する市バス路線（北

清水町－境川、北清水町－大阪駅前）が開通する

こととなった。乗車料金は、１区大人１５円、子供

１０円、別に回数券７区券１００円であった。当

時の市バス事業としては、昭和２６年に木炭車が

姿を消し、わが国初のワンマンカーが登場、昭和

２８年には大阪駅前－神崎橋間にトロリーバス

が開通している。
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１９５７年（昭和３２年）には、難波方面への路線（新森小路－難波）が新設され、これまでの大

阪駅方面に加え難波方面にも乗り換えなしに行くことができ大いに利便性が増した。市バス事

業は、昭和３０年代後半から衰退に向か

う市電に代わり、その機動性と軽便

さから市営交通の主役へと

大きく成長したが、そ

の後のモータリゼー

ションの進展や、定

時性の喪失、運行速

度の低下、また地下

鉄網の整備拡充によ

り、市バスの乗客数

が次第に減少してき

た時期でもある。

１９６４年（昭和３９年）東京オリンピック開催後の昭和４０

年代に入ると、道路交通のマヒ状態が慢性化し、機動性を誇る

市バスも交通渋滞に巻き込まれて運行効率が低下するととも

に乗客の信頼を失い、乗客数は著しく減少した。当時の市内交

通は、大量輸送手段の地下鉄網の拡大に伴い、１９６９年（昭

和４４年）には市電が全廃となり、翌１９７０年（昭和４５年）

日本万国博覧会が千里で開催されたその年にトロリーバスが

守口車庫前－杭全町間を最後に全廃された。

そのような状況の中、新森・清水地域から２区間の境川、難波駅前行きの路線が廃止された。一方では地下鉄

谷町線が、 １９７０年（昭和４５年）天六工事現場でのガス爆発事故など苦難を経て、１９７４年（昭和４９

年）都島まで延伸され、その年に全面的なバス路線の再編成が実施されたのに伴い、新たな２系統（新森公園

前－上新庄駅前、新森公園前－布施駅北口）が新設されることになった。

わ
が
国
初
の
ワ
ン
マ
ン
カ
ー
が
登
場
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市バス運転系統の主な変遷

１９７０年代後半（昭和５０年代）に入ると、市内交通は地下鉄を根幹とし、これにバスを

有機的に配置した交通網が整備された。すなわち地下鉄と市バスの乗り継ぎ制度が充実し利

便性が図られた。地下鉄谷町線は、１９７７年（昭和５２年）に都島から守口まで延伸され

１９８３年（昭和５８年）には大日まで開通した。新森公園を発着するバス路線は、その後

も路線の整備・再編成が実施されてきたが、２００６年（平成１８年）地下鉄今里線が開通

したのに伴い、２００８年（平成２０年）現在、新森公園前－天満橋・大阪駅前・布施駅前

の３系統となった。〈原田〉

17



新森幼稚園（当時は新森小路幼稚園）は、昭和の戦前に新森地域の宅地化の進展ととも

に人口が増加する中、１９３８年（昭和１３年）新森中央公園南側の通りを東に２ブロ

ックのところに創立された。園児数は４１名。

戦後の１９４８年（昭和２３年）、児童の増加にともない京阪電車森小路駅前に新森小

路幼稚園の分園が併設された。１９７５年（昭和５０年）には木造の本園が老朽化した

ため鉄筋コンクリート造りに改築された。

１９８６年(昭和６１年）分園が鉄骨耐火構造３階建てに改築されるとともに本園が閉

園となり、現在に至っている。〈原田〉
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記憶・・・これは、私の数え年１０歳から２３歳の春までの微かな記憶を綴った物語です。

思い出なので不確かな点はお許し下さい

当時、私は両親と姉妹３人で新森小路中２丁目７９番地に住んでいました。

近くには市場があり、そこを東に入った２，３軒目で、筋向かいの角には美しい３姉妹が

お母さんと文具屋さんをしておられました。校区は清水でしたが転校もせず古市尋常高

等小学校に通っていました。

昭和１２年には日支事変が起こり、同１６年には、太平洋戦争が始まり、この間、同１４年

には枚方の禁野火薬庫の爆発で、当時は理由が解らぬまま真っ赤な夜空に破片のような

ものが飛び散るのを不安な気持ちで眺めていたのを覚えています。

近所には男の子が５～６人、女の子

４～５人ほど学校から帰ると、三輪

車をつなげて乗りまわしたり、地面

に輪をかいて石蹴り、けんぱ、ビー

玉にめんこ、縄跳び、ゴムとび、ばい

貝まわし、鬼ごっこ、かくれんぼ、戦

争ごっこ、綾取り、せっせっせ、着せ

替え人形、などなど。小学校６年頃は、

くんずほぐれつ、仲良く喧嘩も適当

にしながら楽しく過ごしました。お

向かいの家庭で日曜学校を開いて

おられたので、みんなで押しかけ賛

美歌を習ったり、お遊戯や演劇もし

た記憶があります。

「平成２０年１０月７日、新森～清水地域のまちあるきに参加して」

まちあるきは新森中央公園から、ゆずり葉の道を北にむかって歩きました。

途中で「昔あなたが住んでいたのはこの辺りではないか」と教えて頂きました。

よみがえる昔の記憶とは全く別の場所のようで、マンションや高い建物など

ばかりで空き地は少しも見あたりませんでした。
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あ
っ
ち
と
、こ
っ
ち
。

小学校を出て、昭和１４年４月には女学校に入り近所の男の子ら

も中学校へ通うようになると、あれ程親しくしていたのに、道を

歩くときは向こうと、こっち、電車に乗るときは前と後ろ、２両連

結では、前の車両は男子、女子は後ろの車両と決められていまし

た。当時、京阪電車の「新森小路」駅から京都方面へ乗車していま

したが、聖母女学院には専用電車というのがあって、幼稚園・小学

校・女学校と可愛らしい制服のお嬢さん達が、笑いさざめきなが

ら乗っていくのを少し羨ましく眺めていたものです。大阪方面へ

は、信愛女学校の専用車もあったとのことです。

戦争が激しくなるにつれ、今までの日常生活も徐々に変わっ

てゆきました。隣組というのができて、「とんとんとんからり

と隣組、障子を開ければ顔なじみ、まわして頂戴回覧板、助け

られたりたすけたり」の歌がはやり、なんでもみんなで助け

合ってという雰囲気が醸しだされてきました。乏しい物資の

補いからか、同じ班の人たちが寄り集まって共同炊事もやり

ました。これは子供心にも関心十分で、今日はどんなご馳走

かなどと、わくわくしたことを思い出します。

後先は明確ではありませんが、休閑地利用が奨励されそこら

の空き地はすべて畑になりました。自給自足でさつま芋、馬

鈴薯、南瓜、ねぎなど青い葉もの、私は落花生を作ったことも

あります。今考えると、どなたの土地だったのでしょうね。
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この言葉が言いたい・・・
「好きなことを好きなだけ」

望
め
な
い
時
代
。

女学校には全校生で短歌を作って出す催しがあり、当時一年生だった私は「今しがたわが

刈り捨てし芋づるを通りがかりの馬食（は）みてをり」という短歌が入選し、喜んだので

すが当時は運搬の手段に馬車が使われ、芋づるはおかずどころか、主食の足しにするよう

な生活になっていきました。

日増しに戦局は厳しく隣組では、もんぺをはいて防空頭巾をかぶり、防火訓練、バケツリ

レー、食料は配給制度になり、貰いにゆくのにも列を作って並ぶ、ということになりまし

た。

衣料は切符をもらって交換。好きな物を好きな時に好きなだけというのは望むべくもな

い毎日でした。お魚は丸のままなので、家で三枚におろすのも上手になりました。

ところで、子ども達は年長がリーダーとなり地域で班を組んで、これも避難訓練と称し

清水小学校から旭警察まで歩いたこともあります。
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戦争酣の昭和１９年３月女学校を卒業。進学しないもの、進学しても、文系は皆、挺身隊

として軍需工場に働きに出ねばなりませんでした。私は扇町にあった大阪市立工業研究

所の女子化学分析技術員養成所に入ることができ、一年間通いました。出征する男子の

欠員補充に女子を採用する企業からの要請があったのです。

専門学校３年課程と、分析を主体として１年で卒業するのです。

そんな忙しい中にも教練と称し三角巾の使い方など看護関係の特訓もあり、その最中

南海大地震で３階から１階へ揺れながら階段を駆け下りた記憶があります。

そのうちに空襲が激しくなり、近くの空き地に掘った防空壕に夜中であろうが大切な物

を持って走り込むことも度々でした。一度あまり疲れていたので家で寝ていたら天井裏

を蛇が這うようなざーざーという音がして（焼夷弾かなにか）とても恐ろしく、生きた心

地がしませんでした。

ミシンは大切な道具だったので、母と二人で運んだこともあります。

この思い出のいっぱい詰まったシンガーミシンは平成１２年室内改装のため涙をのん

で廃棄しました。

企
業
か
ら
の
要
請
。

空
襲
が
激
し
く
。

「春疾風（はやて）戦禍に耐へしミシン捨つ」　貴子

たけなわ
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戦
争
が
終
わ
り
、時
代
が
変
わ
る
。

心
の
中
は
。

造
幣
局
へ
入
局
。

昭和２０年４月課程修了後は各自の住居に近い勤務地へ就職となり、私は造幣局の

研究課に入りました。最初は電解銅の純度分析で少数以下４桁までの数値が合うま

でやらされました。何しろお金の分析なので厳しいのです。職場では男性の応召が相

つぎ、課長だけ残りました（昭和２０年６月）。陶器のお金が検討されるようになって

椅子の上から落下させては強度など計りました。空襲があると局では地下室に退避

しましたが、そこには土嚢が積まれており、中身はお金だともまた白金や金の地金と

も聞き及びました。（真偽の程は不明です）

空襲も再々で戦争は終局へと、そして８月１５日の玉音放送を研究室で

聞きました。　敗戦とは・・・

造幣局は米軍に接収され、正門にはＭＰが立つようになりました。

入局して間のない私には難しいことは解りませんでしたが、工員さんの

入退局時のお風呂場を通っての全身検査はなくなったようです。その年

のクリスマスには米兵と合同でコーラス部も入ってパーティーが開か

れました。

春には、恒例の通り抜けが。でもこの終戦後初めての昭和２１年春だけ

中止されました。私も３月の末で仕事の中身が充実していない職場を去

りました。（その頃、タバコも配給で、刻みタバコを古いコンサイスの紙

などで巻いて作るようなこともしました。）

昭和２１年４月から松下乾電池製造所の研究課に採用され、乗り物のな

い通勤路を２０分ばかり歩いて通勤しました。丁度馬場の宮さん（八幡様）

の横をすり抜けるようにして。私の家からお宮さんまでは野原がいっぱ

いでした。官庁の制服支給に比べ会社は私服でした。化学薬品を使うの

であちこちに穴があいて、洋服の調達には苦労しました。父の白絣の着

物でワンピースを作ったこともあります。

物資は不足しても、夜の明るい生活は心が癒され貧しいながらもそれなりの会社生

活で青春を過ごしました。　昭和２３年、復員兵士が多くなり、住居も明け渡しを迫

られたので当時橋寺町といっていた太子橋へ引っ越したという次第です。今考える

とこの新森小路に住んでいた１０年程は私にとっても世の中にあっても古今未曾有

の変化多い時期だったといえるように思います。〈豊田〉   

                                   (以上、文中写真は父の撮影製作によるもの)
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自然体験観察園は、都市型生活が進む中

ふれあうことが少なくなった自然環境

や自然の生態について、理解と関心を深

めて環境を守ることの重要さを認識し

てもらうため、日本の伝統的な棚田や雑

木林、ため池や水車、蓮田、母屋など昔の

農村の里山風景がコンパクトに再現さ

れています。

昭和初期から経済成長黎明期ごろまで

の清水・新森地域は、田畑の中に集合住

宅が建ち並ぶ状況で、特に現在の内環状

線から東は一面に稲田や蓮田が水路と

ともに広がりを見せていました。自然体

験観察園では、昔日の清水・新森地域の

風景と農家の暮らしむきなど当時の様

子が偲ばれます。〈原田〉

鶴見緑地には、花博が１９９０年（平

成２年）に開催された後、緑豊かな花

博記念公園として再整備され、その一

つに自然体験観察園があります。
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旭区の歴史を子どもたちに残すため、みなさんが持っておられる古い写真や資料をお貸しください。 


